全国農業高等学校長協会
Ⅱ　１　アグリマイスター顕彰制度実施規定
（趣　旨） 
　全国の農業系学科等に在籍する高校生が、高度な国家資格の取得や日本学校農業クラブ連盟主催等の検定試験に合格、また各種競技会等で優秀な成績をおさめるなど、優れた活躍をしている実態がある。
　全国農業高等学校長協会は、これらの生徒が目的意識を持って一層意欲的に学習に取り組むことを促す上で、農業系学科等生徒が身に付けた知識・技術・技能を積極的に評価することが重要であると認識し顕彰する。
（名　称） 
第１条　この制度は、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）と称する。
（目　的）
第２条　この顕彰制度を実施することにより、農業系学科等生徒が、職業資格の取得や技術・技能検定の合格や競技会・コンテストの成果を通して、農業に関する知識・技術・技能を修得し、自信と誇りを持って産業界で活躍できるよう励ます。
（組　織） 
第３条　この顕彰制度の運営を行うため、別に定める全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度委員会（以下「制度委員会」という。）を設置する。
第４条　この顕彰制度による認定を行うため、別に定める全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）を設置する。
（顕彰認定の基準と名称等） 
第５条　顕彰制度実施要項により、アグリマイスター顕彰に係わる区分表で、取得した資格や合格した検定、競技会・コンテストの成果をそれぞれ得点換算を行う。ただし、換算できる資格や検定等は、高校在学中に取得や合格したものとする。
　　２　得点の合計により、「アグリマイスターシルバー」・「アグリマイスターゴールド」・「アグリマイスタープラチナ」の称号を授与する。
　　３　アグリマイスターゴールド以上の取得者及びアグリマイスター顕彰指導に成果がある学校の中から、アグリマイスター顕彰制度特別表彰規程に該当した者及び学校を特別表彰する。
（認定対象となる生徒） 
第６条　この顕彰制度の認定対象となる者は、全国農業高等学校長協会に加盟している学校に在籍する生徒とする。
（認定証の授与） 
第７条　理事長は、認定委員会で推薦された申請者に対し、アグリマイスター認定証を授与する。
（認定の時期）
第８条　称号の認定は、毎年原則として８月、２月に行うものとする。
    ２  特別表彰は、毎年原則として２月に行うものとする。
（附　則）　 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。  
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Ⅱ　２　アグリマイスター顕彰制度特別表彰規定
　全国農業高等学校長会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）でアグリマイスターゴールド以上の称号を授与された者及びアグリマイスター顕彰指導に成果がある学校の中より、特に農業技術・技能の向上が顕著である場合に特別表彰を実施する。
　特別表彰対象者は、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）が、以下の規定に基づいて認定する。
（表彰の目的）
第１条　全国的に優秀な生徒、学校を表彰することによって、顕彰制度の更なる活性化を目指すことを目的とする。
（生徒特別表彰）
第２条　認定委員会は、各学校から様式１で申請された者の中から、優秀と認めた者を精査し、特別表彰者として認定する。
２　特別表彰者には、賞状を授与する。
（学校表彰）
第３条　学校表彰については、全国農業高等学校長協会加盟校からのアグリマイスター顕彰制度前期申請及び後期申請をもとに、認定委員会が申請者数や申請内容を精査し、顕著な成果が認められた学校を表彰するものとする。
 　 ２　表彰にあたっては、成果を検証し、年度ごとに行うものとする。
 　 ３　特別表彰の学校に、楯を授与する。
（附　則）
　１　特別表彰規程は、平成２７年４月１日から施行する。
　
平成２７年４月１日制定　　平成２７年１１月２７日一部改正
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Ⅱ　３　アグリマイスター顕彰制度委員会規定
（目　的）
第１条　全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度実施規定にもとづき、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）を運営するため、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度委員会（以下「制度委員会」という。）を設置する。
（組　織） 
第２条　制度委員会は、全国農業高等学校長協会理事会（以下理事会）が選任した次に掲げる者で組織し、理事会は委員長を選任する。
（１）　高等学校の校長、副校長、教頭及び教員
（２）　全国農業高等学校長協会の事務局長、次長

（協議事項） 
第３条　制度委員会は、次の事項について協議する。 
（１）　顕彰制度の内容に関すること
  （２）　顕彰制度に係わる区分表に関すること
  （３）　顕彰制度の内容に関わる質疑や要望に関すること
  （４）　顕彰制度の認定に関わる事務処理（別紙「アグリマイスター顕彰制度実務流れ図」による）に関すること
　（５）　顕彰制度に必要な事項に関すること
（６）　その他
（会　議） 
第４条　制度委員会は必要に応じて理事長が召集し、委員長が会を主宰する。
（事　務） 
第５条　制度委員会の運営は、委員長が統括し、制度委員会事務局を全国農業高等学校長協会に設置して、事務を委任する。委員長は委員又は全国農業高等学校長協会の職員の中から制度委員会事務局長と事務局委員を指名し、理事会の承認を得る。
（雑　則） 
第６条　この規約に定めるもののほか、運営に関し必要事項は理事会に一任する。
（附　則）　 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。
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Ⅱ　４　アグリマイスター顕彰認定委員会設置規定
（目　的） 
第１条　全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度実施規定にもとづき、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）の認定を行うため、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）を設置する。 
（組　織） 
第２条　認定委員会は、全国農業高等学校長協会理事会が選任した次に掲げる者で組織し、理事会は委員長を指名する。 
（１）　学識経験者 
（２）　民間有識者
（審議事項） 
第３条　認定委員会は、次の事項について審議する。 
（１）　顕彰制度の認定に関すること
（２）　特別表彰の認定に関すること
（３）　各省大臣賞への推薦に関すること
（４）　顕彰制度に関する助言に関すること
（５）　その他
（会　議）
第４条　認定委員会は、理事長が招集し、委員長が会を主宰する。
    ２  認定委員会は、毎年原則として８月、２月に行うものとする。
（事　務） 
第５条　認定委員会の運営は、委員長が統括し、認定委員会事務局は制度委員会の事務局が兼ねる。
（雑　則） 
第６条　この規定に定めるもののほか、認定に関し必要事項は理事長に一任する。
（附　則） 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。
